
１ ＤＰＣ対象病院は「急性期入院医療」を担う医療機関で
ある。新たな「機能評価係数」を検討する際には、「急性
期」を反映する係数を前提とするべきではないか。

２ ＤＰＣ導入により医療の透明化・効率化・標準化・質の
向上等、患者の利点（医療全体の質の向上）が期待でき
る係数を検討するべきではないか。

３ ＤＰＣ対象病院として社会的に求められている機能・役
割を重視するべきではないか。

４ 地域医療への貢献という視点も検討する必要性があ
るのではないか。

５ ＤＰＣデータを用いて係数という連続性のある数値を用
いることができるという特徴を生かして、例えば一定の基
準により段階的な評価を行うばかりではなく、連続的な
評価の導入についても検討してはどうか。
その場合、診療内容に過度の変容を来たさぬ様、係数
には上限値を設けるなど考慮が必要ではないか。

６ DPC対象病院であれば、すでに急性期としてふさわし
い一定の基準を満たしていることから、プラスの係数を
原則としてはどうか。

７ その他の機能評価係数として評価することが妥当なも
のがあれば検討してはどうか。

新たな「機能評価係数」に関する基本的考え方
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